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Ⅰ  問 題 意 識  

医 療 保 障 市 場 は 現 在 の 生 命 保 険 業 界 に と っ て 最 も 注 視 す べ き 市 場 の

ひ と つ と 考 え ら れ る 。 本 稿 は 、 実 態 調 査 を も と に プ レ ゼ ン ス の 増 す 医

療 保 障 市 場 に つ い て 消 費 者 の 実 態 や ニ ー ズ の 動 向 を 概 観 す る と と も に

「 不 安 意 識 」 と い う 視 点 か ら こ れ ま で の 成 長 要 因 と 今 後 の 可 能 性 に つ

い て 検 討 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  

医 療 保 障 商 品 の 消 費 者 の 購 買 プ ロ セ ス に お い て ニ ー ズ の 根 源 的 部 分

を 形 成 し て い る の が 「 不 安 意 識 」 で あ る と 筆 者 は 考 え て い る 。 こ の 健

康 や 医 療 に 関 す る 不 安 意 識 が 何 に よ っ て 形 成 さ れ 、 ど の よ う な 内 部 構

造 を も つ の か 。 ま た 、 不 安 意 識 が 医 療 保 障 商 品 の 購 買 意 向 に ど の 程 度

の 影 響 を 及 ぼ し て い る か な ど を 検 証 し た い 。  

今 回 の 分 析 に 用 い た 個 票 デ ー タ は 全 て （ 財 ） 生 命 保 険 文 化 セ ン タ ー

が 実 施 し た 『 生 活 保 障 に 関 す る 調 査 （ 2004 年 ）』 で あ り 図 表 の 出 典 表

記 は 省 略 さ せ て い た だ く 。 ま た 、 調 査 概 要 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 調 査 地 域 ： 全 国 （ 4 0 0 地 点 ）  対 象 者 ： 1 8－ 6 9 歳 の 男 女 個 人  

 サ ン プ ル 数 ： 6 0 0 0  有 効 回 収 数 ： 4 2 0 2  

 抽 出 方 法 ： 層 化 二 段 無 作 為 抽 出  調 査 時 期 ： 平 成 1 6 年 5 月 - 6 月  
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Ⅱ  調 査 か ら み た 入 院 経 験 の 実 態  

１ .直 近 の 入 院 経 験 、 自 己 負 担 費 用 の 実 態  

今 回 の 調 査 標 本 で の 直 近 の 入 院 経 験 に お け る 在 院 日 数 は 平 均 値 で

28 日 、 中 央 値 で 14 日 で あ っ た （ 表 １ ）。  

（ 表 １ ） 入 院 と 自 己 負 担 費 用 の 実 態  

 最小値 最大値 最頻値 中央値 平均値 標準偏差 単位 変動係数 n

直近の入院日数 1 365 30 14 28 40 （日） 1.42 609

直近の入院時の自己負担費用総額 4 3500 200 150 263 345 （千円） 1.31 483

入院時の１日あたりの自己負担費用 11 150000 10000 11110 14700 13633 （円） 0.93 483  

中 央 値 が 平 均 値 よ り も 短 く な る よ う に 、 比 較 的 短 期 の 入 院 ケ ー ス が

多 い 一 方 で 、 平 均 値 を 引 き 上 げ る か な り 長 期 の ケ ー ス も あ り 分 散 度 合

い が 大 き い 。 ま た 、 直 近 の 入 院 の 際 に 自 己 負 担 と し て 支 払 っ た 金 額 の

総 額 は 、平 均 値 で 26 万 300 0 円 、中 央 値 で 15 万 千 円 で あ っ た 。分 布 を

み る と 、 ほ ぼ 平 均 値 、 中 央 値 付 近 に 標 本 が 集 ま っ て い る 。 こ の 総 額 を

入 院 日 数 で 除 し た １ 日 当 た り の 自 己 負 担 費 用 で は 平 均 値 で １ 万 4700

円 、中 央 値 で １ 万 1110 円 と な る 。変 動 係 数 （ 注 １ ） を 比 べ る と 入 院 日 数

の バ ラ つ き が 最 も 大 き い 。  

当 然 の こ と だ が 入 院 に 伴 う 自 己 負 担 総 額 は 、 入 院 日 数 に 比 例 し て 増

加 す る 。「 ５ 日 未 満 」 で は ７ 万 3000 円 で あ る の に 対 し て 「 15－ 30 日 」

で は 29 万 7000 円 と な り 、「 61－ 120 日 」で は 72 万 6000 円 と 家 計 に と

っ て 大 き な 負 担 と な る （ 図 １ ）。  
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（ 図 １ ） 入 院 日 数 と 1 日 当 り 自 己 負 担 額 の 関 係  
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し か し 、１ 日 当 た り の 負 担 額 で は 、入 院 日 数 と 逆 比 例 し て 低 減 す る 。

最 も 1 日 あ た り の 負 担 が 高 額 と な る の は「 5 日 未 満 」で ２ 万 8690 円 で

あ る が 、「 5-7 日 」で は １ 万 7130 円 、「 61－ 120 日 」で は 7950 円 と な っ

て い る 。 １ 日 あ た り の 費 用 の 填 補 と い う 点 で は 短 期 間 入 院 で あ る ほ ど

手 厚 い 保 障 （ 手 術 給 付 を 含 む ） が 求 め ら れ て い る こ と が わ か る 。  

 

２ .入 院 日 数 、 自 己 負 担 費 用 等 の 決 定 要 因  

直 近 の 入 院 経 験 に お け る「 入 院 日 数 」、ま た そ の と き の「 自 己 負 担 費

用 の 総 額 」及 び 後 者 を 前 者 で 除 し た「 １ 日 あ た り の 平 均 自 己 負 担 費 用 」

が 個 人 属 性 と ど の よ う な 関 連 性 を も つ か に つ い て 要 因 分 析 を 行 っ た

（ 表 ２ ）。  
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（ 表 ２ ） 入 院 日 数 、 自 己 負 担 費 用 の 決 定 要 因  

 
t-value 有意確率 t-value 有意確率 t-value 有意確率

性別ダミー （男性＝1） 3.5753 0.0004

年齢 10歳代
20歳代
30歳代

40歳代
50歳代
60歳代 5.5183 0.0000 5.9669 0.0000 5.8439 0.0000

未既婚ダミー （既婚＝１） 2.5504 0.0108 2.6186 0.0089
子供有無ダミー （有＝１）

本人職業 自営者
農林漁業
商工サービス業

常雇被用者
公務員
民間大企業被用者 1.9910 0.0465 2.2176 0.0266
民間中企業被用者

民間小企業被用者
派遣社員・契約社員
パート・アルバイト

無職 5.1073 0.0000 3.6107 0.0003 3.3981 0.0007

本人年収 100万未満 2.6066 0.0092
300万未満
500万未満
700万未満

1000万未満
1000万以上

世帯金融資産 金融資産500万未満
金融資産1000万未満

金融資産2000万未満 2.0081 0.0447 2.5829 0.0098
金融資産2000万以上 2.1935 0.0283 2.2325 0.0256

(定数) -92.3474 0.0000 -77.2468 0.0000 -67.3624 0.0000

F 値 23.5946 17.2751 17.2141
有意確率 0.0000 0.0000 0.0000
R2 乗 0.0221 0.0242 0.0241
調整済み R2 乗 0.0211 0.0228 0.0227

直近の入院日数
直近の入院時の
自己負担費用

入院時の１日あたり
の自己負担費用

 

 

ま ず 、「 入 院 日 数 」に 対 し て 統 計 的 に 有 意 な 関 係 性 が 確 認 さ れ た 要 因

と し て 「 性 別 ダ ミ ー （ 男 性 ）」「 60 歳 代 ダ ミ ー 」「 無 職 」「 本 人 年 収 100

万 円 未 満 」 が あ げ ら れ る 。 い ず れ の 属 性 も 入 院 日 数 に 対 し て 正 の 関 連

性 、 す な わ ち 、 入 院 日 数 を 高 め る 関 係 の 要 因 と な る 。  

次 に 自 己 負 担 費 用 の 総 額 に 対 し て は 「 60 歳 代 ダ ミ ー 」「 未 既 婚 ダ ミ

ー （ 既 婚 ）」「 民 間 大 企 業 被 用 者 」「 無 職 」「 金 融 資 産 1000 万 ～ 2000 万

円 未 満 」「 金 融 資 産 2000 万 円 以 上 」 な ど が 有 意 な 正 の 因 果 関 係 を も つ

こ と が 示 さ れ た 。「 １ 日 あ た り の 平 均 自 己 負 担 費 用 」も ほ ぼ 同 様 の 結 果

と な っ て い る 。  
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自 己 負 担 費 用 の 総 額 は 、 入 院 日 数 と １ 日 当 た り の 費 用 単 価 に よ っ て

決 定 さ れ る が 、前 者 は 60 歳 以 上 の 高 齢 者 で あ る こ と や 、男 性 で あ る こ

と 、 ま た 無 職 で あ る こ と な ど が そ れ ぞ れ 独 立 的 に 影 響 を 与 え る 要 因 と

な っ て い る 。 後 者 に つ い て は 金 融 資 産 額 の 影 響 が 明 確 で あ る こ と な ど

か ら 推 測 す る と 消 費 者 の 購 買 力 が 反 映 さ れ 、 差 額 ベ ッ ド 、 個 室 使 用 な

ど 保 険 適 用 外 の 付 加 的 な 医 療 サ ー ビ ス の 購 入 な ど が よ り 高 額 な 費 用 と

な る 原 因 な の で は な い か と 考 え ら れ る 。  

 

Ⅲ  医 療 保 障 に 対 す る ニ ー ズ の 動 向  

１ .最 も 力 を 入 れ た い 保 障 準 備  

「 死 亡 保 障 」「 医 療 保 障 」「 老 後 保 障 」「 介 護 保 障 」と い う ４ つ の 生 活

保 障 分 野 に 対 す る 消 費 者 の 関 心 は 年 齢 や ラ イ フ ス テ ー ジ に よ っ て 転 移

し て い く と 考 え ら れ て い る 。 こ こ で は 現 時 点 で 「 最 も 力 を 入 れ た い 保

障 準 備 が 何 か 」 と い う 設 問 に 対 す る 回 答 内 容 が 5 歳 刻 み の 年 齢 階 層 と

ど の よ う な 位 置 関 係 に あ る か に つ い て 視 覚 的 に 捉 え る 分 析 を 行 っ た 。

こ の コ レ ス ポ ン デ ン ス 分 析 （ Corres p o n d e n c e  a n a l y s i s）（ 注 ２ ） で は プ

ロ ッ ト さ れ た 各 点 同 士 が 距 離 的 に 近 い と き に 正 の 相 関 が 高 い 、 つ ま り

関 連 性 が 強 い と み な さ れ る （ 図 ２ ）。  

（ 図 ２ ） ４ つ の 保 障 領 域 と 年 齢 階 層  
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こ の 分 析 結 果 で 若 年 層 か ら 順 次 追 跡 し て み る と 「 18-1 9 歳 」「 20-2 4

歳 」 あ た り で は 、 い ず れ の 保 障 分 野 と も 相 対 的 に 距 離 が 遠 く 比 較 的 関

心 が 薄 い こ と が わ か る 。そ し て「 25－ 29 歳 」あ た り に な っ て 最 初 に 接

近 す る の が「 医 療 保 障 」で あ る 。「 医 療 保 障 」と 最 も 接 近 す る の が「 30

－ 34 歳 」「 35-3 9 歳 」で あ る 。ま た 、こ の 年 齢 階 層 に な る と「 死 亡 保 障 」

と も か な り 距 離 が 近 づ く 。 お そ ら く 、 結 婚 、 出 産 な ど 家 族 形 成 が 進 む

過 程 で 遺 族 に 対 す る 保 障 ニ ー ズ が 顕 在 化 し は じ め る も の と 考 え ら れ る 。

「 死 亡 保 障 」 に 最 も 接 近 し て い る の は 「 40－ 44 歳 」「 45－ 49 歳 」 で あ

る 。そ の 後 、年 齢 階 層 が 上 が る に つ れ て「 老 後 保 障 」に 接 近 し て ゆ き 、

リ タ イ ア 直 前 期 と も い え る 「 55-59 歳 」 で 最 接 近 す る 。 同 時 に こ の 年

齢 層 あ た り か ら 「 介 護 保 障 」 に 対 す る 関 心 も 高 ま り は じ め て く る 。  

全 体 と し て み る と 「 25-29 歳 」 以 降 「 医 療 保 障 」 は ほ ぼ 全 て の 年 齢

層 を 示 す 点 に よ っ て 取 り 囲 ま れ る 位 置 に あ り 、 幅 広 い 年 齢 層 の 関 心 対

象 と な っ て い る こ と が わ か る 。 死 亡 、 老 後 、 介 護 な ど が 特 定 の 年 齢 層

と 関 連 性 が 強 い こ と と 対 照 的 で あ る 。  

ま た 、 自 助 努 力 を ベ ー ス と し た 「 今 後 、 特 に 重 要 な 経 済 的 準 備 」 と

い う 点 で も 関 心 は 他 の ３ 分 野 と 比 較 し て も 高 く な る（ 表 ３ ）。特 に「 自

分 が 病 気 や ケ ガ で 入 院 し た 場 合 の 経 済 的 準 備 」 が ほ ぼ す べ て の 年 齢 層

で 高 い 。 こ の よ う な 幅 広 い 年 齢 層 で 医 療 保 障 へ の 関 心 が 高 い と い う 傾

向 は 、 先 と 同 様 に 「 35－ 39 歳 」「 40－ 44 歳 」 だ け で 目 立 っ て 高 い 死 亡

保 障 （「 自 分 が 万 一 の 際 の 遺 族 の た め の 経 済 的 準 備 」「 配 偶 者 が 万 一 の

際 の 遺 族 の た め の 経 済 的 準 備 」）や 、「 30－ 34 歳 」「 35－ 39 歳 」「 40－ 44

歳 」 あ た り だ け で 目 立 っ て 高 く な る 「 子 供 の 教 育 資 金 の 準 備 」 な ど と

は 明 ら か に 異 な る 傾 向 で あ る 。  
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（ 表 ３ ） 特 に 重 要 な 経 済 的 準 備  

 18～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳

自分が万一の際の準備 8.4 9.6 17.7 23.6 31.6 34.4 29.5 28.0 31.0 27.5 26.3
配偶者が万一の際の準備 2.4 3.2 18.8 28.6 32.1 35.7 28.5 25.4 23.0 19.6 13.6
自分が入院した場合の準備 13.3 24.8 37.9 42.5 38.7 41.1 41.9 44.5 50.3 45.3 46.7
配偶者が入院した場合の準備 2.4 6.4 17.7 25.3 24.1 26.7 29.0 26.2 28.4 25.5 22.6
自分の介護資金の準備 6.0 7.8 9.4 10.6 11.6 12.5 22.5 20.6 28.6 29.3 35.5
配偶者の介護資金の準備 1.2 1.8 5.1 4.4 5.2 8.5 14.1 12.8 15.9 18.0 19.1
自分や配偶者の老後資金の準備 4.8 9.2 9.7 14.7 23.6 24.3 27.0 36.1 37.2 37.4 29.6
自分が就労不能となった場合の経済的準備 12.0 9.6 13.4 12.2 12.3 15.7 13.9 14.8 12.7 10.1 11.9
配偶者が就労不能となった場合の経済的準備 0.0 2.3 6.9 6.1 6.1 8.0 12.4 10.1 7.9 7.9 6.6
子供の教育資金の準備 7.2 10.1 24.5 42.2 43.4 47.5 26.0 9.9 2.2 0.8 0.0
子供の結婚資金の準備 1.2 1.4 2.9 3.3 2.4 3.2 8.8 10.7 6.2 3.2 0.9
自分の結婚資金の準備 7.2 14.7 16.2 3.9 2.8 0.3 1.0 0.6 0.0 0.0 0.0
住宅資金の準備 1.2 6.4 11.9 8.1 5.7 4.3 1.5 2.7 1.5 1.6 0.6
教養・娯楽資金の準備 8.4 20.2 11.9 6.7 4.2 3.2 2.3 1.2 3.4 2.4 2.2
耐久消費財の購入資金の準備 3.6 12.4 6.5 6.4 4.2 2.7 2.3 2.9 1.3 1.2 0.7
その他 0.0 0.0 0.4 0.0 1.2 0.8 1.3 1.2 0.7 0.6 1.1
経済的準備はしていない 42.2 31.7 17.3 11.4 8.7 6.4 5.8 10.5 9.0 12.3 16.4
わからない 25.3 8.7 1.4 2.2 0.9 0.3 1.0 1.2 2.1 1.4 3.5

回答率30％以上を強調標記  

 

図 ２ で も み た と お り 、 就 職 、 結 婚 、 出 産 、 育 児 と ラ イ フ ス テ ー ジ が

進 行 す る 過 程 に お い て 死 亡 保 障 、 老 後 保 障 、 介 護 保 障 な ど へ の 準 備 行

動 が 順 次 、 顕 在 化 さ れ て ゆ く 。 老 後 保 障 や 介 護 保 障 で は 最 も 遅 行 性 が

み ら れ る 。 こ の よ う に 経 済 的 準 備 に は ラ イ フ ス テ ー ジ や 年 齢 に よ る 適

時 性 が あ る の だ が 、 医 療 保 障 に 関 し て は そ う し た 傾 向 が な く 大 半 の 年

齢 層 に と っ て 高 い 関 心 対 象 と し て 認 識 さ れ て い る こ と に 特 色 が あ る 。

ど の よ う な 意 識 が 背 景 に あ る の か 、 関 心 の も た れ る と こ ろ で あ る 。  

 

２ .医 療 保 障 に 対 す る 充 足 度 、 準 備 意 向  

現 在 の 自 分 自 身 の 医 療 保 障 準 備 に 対 す る 充 足 感 で は 「 十 分 足 り て い

る 」が 4.1％ と 少 な く 、「 ど ち ら か と い え ば 足 り て い る 」の 26.1％ を 加

え て よ う や く ３ 割 程 度 と な る 。一 方 で 、「 ま っ た く 足 り な い 」と 明 確 な

不 足 感 を も つ 層 は 16.3％ 存 在 し 、こ れ に「 ど ち ら か と い え ば 足 り な い 」

の 43.4％ を 合 わ せ る と ６ 割 近 く に な る （ 図 ３ ）。  
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（ 図 ３ ）  現 在 の 医 療 保 障 に 対 す る 充 足 度  
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こ の よ う に 充 足 感 の 分 布 で は ６ 割 が 不 足 感 を も っ て い る も の の 今 後

の 具 体 的 な 準 備 行 動 に つ い て は 「 す ぐ に で も 準 備 し た い 」 と す る 層 は

5.7％ と 比 較 的 少 数 派 に と ど ま っ て い る 。「 数 年 以 内 に 準 備 し た い 」 と

す る 層 も 11.8％ で あ っ た 。「 い ず れ は 準 備 し た い 」 と す る 時 期 的 に 漠

然 と し て い る 段 階 の 層 は 44.7％ と 非 常 に 多 い 。こ の 結 果 を み る 限 り で

は 、 何 ら か の ニ ー ズ 喚 起 の 必 要 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。 一 方 で 「 ま っ

た く 準 備 す る つ も り は な い 」 と す る 層 も 31.4％ と ３ 割 を 超 え て い る

（ 図 ４ ）。  

（ 図 ４ ） 医 療 保 障 に 対 す る 今 後 の 準 備 意 向  
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こ の 調 査 で 「 充 足 度 」 と 「 今 後 の 準 備 意 向 」 に 対 し て 判 定 を 行 っ た

全 標 本 を 四 分 類 す る と 図 ５ に 示 す 構 成 比 と な る（「 わ か ら な い 」層 、不

明 回 答 等 は 除 外 の 上 、 再 計 算 ）。  
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（ 図 ５ ） 充 足 度 と 準 備 意 向 か ら み た 相 対 的 市 場 区 分  
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こ れ は 有 望 な 市 場 セ グ メ ン ト が 相 対 的 に ど の 程 度 の ボ リ ュ ー ム （ マ

ー ケ ッ ト ・ サ イ ズ ） を も つ か を 示 し て い る 。 最 も 販 売 成 果 に 近 い と 考

え ら れ る「 非 充 足（「 足 り な い 」と「 ど ち ら か と い え ば 足 り な い 」の 合

計 ）か つ 準 備 意 向 あ り（「 す く に 準 備 し た い 」「 数 年 以 内 に 準 備 し た い 」

「 い ず れ は 準 備 し た い 」の 合 計 ）の セ グ メ ン ト は 全 体 の 中 で は 50.2％

を 占 め て お り 、 四 区 分 の 中 で は 最 も 大 き く な る 。  

医 療 保 障 に 対 す る 充 足 度 と 具 体 的 な 今 後 の 準 備 意 向 と の 関 連 性 を 詳

細 に み た も の が 表 ４ で あ る 。  

（ 表 ４ ） 現 在 の 自 分 自 身 の 医 療 保 障 に 対 す る 充 足 感 と 準 備 意 向 の 関 連 性  

すぐにでも
準備したい

数年以内には
準備したい

特に時期は決め
ていないがいず
れは準備したい

まったく準備
するつもりは
ない

Pearson の相関係数 -0.013 -0.029 -0.105 0.164

有意確率 (両側) 0.394 0.060 0.000 **** 0.000 ****

Pearson の相関係数 -0.038 -0.018 -0.106 0.180

有意確率 (両側) 0.013 ** 0.246 0.000 **** 0.000 ****

Pearson の相関係数 -0.002 0.070 0.145 -0.171

有意確率 (両側) 0.881 0.000 **** 0.000 **** 0.000 ****

Pearson の相関係数 0.078 0.001 0.026 -0.067

有意確率 (両側) 0.000 **** 0.974 0.090 * 0.000 ****

十分足りている

どちらかといえば
足りている

　　　　　　　　　　　　　　準備意向

　充足度

どちらかといえば
足りない

まったく足りない

**** < 0.001,＊＊＊ < 0.01,＊＊ < 0.05, * <0.10  

両 者 の 因 果 性 は 段 階 的 に み て も 明 確 に 存 在 し て い る 。 充 足 度 に お い

て 「 ま っ た く 足 り な い 」 と す る 低 い 充 足 度 評 価 と 「 す ぐ に で も 準 備 し
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た い 」と い う 両 変 数 の 極 値 同 士 の 相 関 や「 ど ち ら か と い え ば 足 り な い 」

と「 数 年 以 内 に は 準 備 し た い 」「 特 に 時 期 は 決 め て い な い が い ず れ は 準

備 し た い 」 と の 相 関 が 高 い 。 充 足 度 評 価 が 具 体 的 な 医 療 保 障 の 準 備 行

動 を 左 右 す る 重 要 な 要 因 の ひ と つ で あ る こ と が 確 認 さ れ る 。 同 時 に 、

「 ど ち ら か と い え ば 」と や や 曖 昧 な 評 価 と「 数 年 後 」「 い ず れ は 」と い

っ た や や 曖 昧 な 意 向 と が 連 動 し て お り 、「 ま っ た く 足 り な い 」と「 す ぐ

に で も 準 備 」 と い う と も に 明 確 な 評 価 と 明 確 な 意 向 も 連 動 し て い る 点

か ら は 、 販 売 サ イ ド か ら 明 確 な 充 足 度 評 価 を 促 す こ と で 加 入 行 動 に 結

び つ く 可 能 性 が あ る こ と を 示 し て い る 。  

 

Ⅳ  不 安 意 識 と そ の 構 造  

１ .不 安 意 識 の 保 有 実 態  

冒 頭 で も 述 べ た と お り 医 療 保 障 に 対 す る ニ ー ズ の 背 景 に あ る 生 活 者

意 識 と し て 最 も 注 目 す べ き は 「 ケ ガ や 病 気 に 対 す る 不 安 」 で あ る と 考

え ら れ る 。  

図 ６ は 「 ケ ガ や 病 気 な ど に よ っ て 健 康 を 害 す る 事 に ど の 程 度 、 不 安

を 感 じ て い る か 」 と い う 質 問 に 対 す る 回 答 結 果 で あ る 。  

（ 図 ６ ） 病 気 や ケ ガ に 対 す る 不 安 意 識  
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20.8%
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「 非 常 に 不 安 を 感 じ る 」 と す る 層 が 20.8％ 、「 不 安 を 感 じ る 」 と す

る 層 が 33.1％ と な り 、両 者 を 合 わ せ る と 過 半 数 を 超 え る 。さ ら に「 少
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し 不 安 を 感 じ る 」 と す る 層 の 33.3％ も 加 え る と ９ 割 近 く に ま で な る 。

不 安 意 識 が 幅 広 く 保 有 さ れ て い る こ と が わ か る 。  

不 安 は 臨 床 心 理 学 に お い て は「 不 安 障 害（ Anxiet y  d i s o r d e r）」と し

て 扱 わ れ 、「 漠 然 と し て 対 象 が な い 恐 れ の 感 情 で あ り 、そ れ に は 必 ず 自

律 神 経 系 の 過 活 動 （ 動 悸 、 眩 暈 、 震 え ） を 伴 う 」 と 医 学 的 な 反 応 と し

て 定 義 さ れ る 。し ば し 対 比 さ れ る の が「 恐 怖（ fear）」で 、こ ち ら は「 特

定 の 対 象 に 対 す る 恐 れ の 感 情 」と さ れ る 。対 象 の 具 体 性 の 強 弱 か ら「 不

安 は 原 因 を 完 全 に 特 定 で き な い fearfu l n e s s  =恐 怖 」 と し て 先 験 的 に

見 な さ れ る こ と も あ る 。 社 会 心 理 学 を ベ ー ス と す る 消 費 者 行 動 論 な ど

で も 不 安 を 議 論 さ れ る こ と は あ る が 、 基 本 的 に は 同 義 で あ り 「 不 安 」

と い う 不 安 定 な 感 情 、 不 快 な 緊 張 状 態 か ら 回 復 す る た め の 問 題 解 決 行

動 と し て 保 険 加 入 と い っ た 消 費 行 動 が 動 機 付 け ら れ る と 説 明 さ れ る 。

具 体 的 な 事 象 （ 死 亡 、 老 齢 、 ケ ガ 、 病 気 の 罹 患 ） が 発 生 す る 以 前 の 対

象 が 不 確 か な 状 態 へ の 対 応 が 保 険 の 商 品 特 性 の 最 も 重 要 な 部 分 で あ る

と す れ ば 、「 不 安 」は そ の ニ ー ズ を 最 も 的 確 に 表 現 す る 意 識 と も い え る 。

筆 者 （ 1998） は 、 ラ ダ リ ン グ 法 （ 手 段 目 的 連 鎖 法 ） を 用 い 、 消 費 者 が

金 融 保 険 商 品 を 選 択 す る 際 、 価 値 観 に ま で つ な が る い く つ か の 心 理 的

な ス テ ッ プ を 踏 ん で い る こ と を 検 証 し て い る が 、 不 安 は ま さ に 購 買 意

思 決 定 の 核 と な る ス テ ッ プ と 考 え ら れ る 。  

対 象 が 完 全 に 特 定 さ れ な い ま で も 、 も う 少 し 具 体 性 を 含 ん だ 感 情 と

し て ど の よ う な 不 安 を 感 じ て い る の か を み た も の が 図 ７ で あ る 。 こ の

15 種 類 の 不 安 反 応 は 未 だ 自 身 の 問 題 と し て 発 生 し 確 定 し て は い な い

が 将 来 起 こ り う る も の と し て 不 安 の 多 様 な 局 面 が あ る こ と が わ か る 。

こ こ で 高 い 回 答 率 と な っ た の は 「 長 期 の 入 院 で 医 療 費 が か さ む

（ 60.2％ ）」「 家 族 に 肉 体 的・精 神 的 負 担 を か け る（ 44.7％ ）」な ど で あ

っ た 。  
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（ 図 ７ ） 病 気 ・ ケ ガ に 関 す る 不 安 意 識  
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適切な治療が受けられるかわからない

 

 

２ .不 安 意 識 の 内 部 構 造  

不 安 は 全 く 漠 然 と し た 意 識 ・ 感 情 で あ る 部 分 と 、 同 時 に あ る 程 度 、

具 体 性 を 含 ん だ 局 面 に 対 し て 抱 い て い る 部 分 と い う 二 重 構 造 を も つ 。

本 稿 で は さ ら に こ う し た 曖 昧 な 感 情 反 応 と し て の 不 安 と 具 体 性 を 含 ん

だ 不 安 と の 中 間 に 存 在 す る で あ ろ う 、 よ り 根 源 的 で 互 い に 独 立 的 な 要

素 と し て ど の よ う な 不 安 要 素 が あ る か を 特 定 し て み た い 。  

 

３ .不 安 因 子 の 抽 出  

先 の 図 ７ で 見 た 、 様 々 な 不 安 反 応 を 集 約 し 、 そ の 根 源 的 な 部 分 を 抽

出 す る こ と を 試 み た 。 不 安 と し て 表 出 す る 局 面 は 様 々 な も の が あ る 一

方 で 、 そ れ ら を 生 起 さ せ る 根 源 的 な 因 子 は い く つ か の 少 数 の も の と 考
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え ら れ る 。  

こ こ で は 、 主 成 分 法 に よ る 因 子 分 析 （ 注 ３ ） を 行 い 、 ４ つ の 基 本 的 な

不 安 因 子 と し て 集 約 す る こ と が で き た （ 表 ５ ）。  

（ 表 ５ ）  不 安 意 識 の 内 部 構 造 ...４ つ の 不 安 因 子  

就労不安 費用不安 重度疾病不安 家族不安

障害等により就労不能となること 0.7143 -0.0429 0.1811 0.0199

以前のように仕事に復帰できるかわからない 0.6554 0.1722 0.0256 0.1221

治療の長期化で収入が途絶える 0.6490 0.3237 0.0011 -0.0420

後遺症や障害が残る 0.4631 0.0088 0.3214 0.3646

不慮の事故にあう 0.4263 -0.1239 0.3052 0.3341

保険対象外の差額ベッド代がかかる 0.0160 0.6292 0.3148 0.1131

現在の準備では費用がまかなえない 0.2609 0.5388 -0.0837 0.0175

公的医療保険があまりあてにならない -0.0441 0.5385 -0.0342 0.0837

長期の入院で医療費がかさむ 0.0910 0.5040 0.0512 0.0226

保険対象外の高度先進医療の費用がかかる 0.0719 0.4929 0.4109 0.0872

三大疾病にかかる 0.0614 0.0049 0.7957 0.0236

慢性疾患にかかる 0.1702 0.1219 0.7422 0.0676

適切な治療が受けられるかわからない 0.1983 0.3000 0.3321 0.3339

家族に肉体的・精神的負担をかける 0.0617 -0.0131 0.0385 0.7920

家族の見舞いなど付随的費用がかかる 0.0490 0.3132 0.0255 0.6207

固有値 1.92 1.83 1.80 1.42

寄与率％ 12.79 12.19 12.03 9.46
累積寄与率 ％ 12.79 24.98 37.01 46.47

 因子抽出法: 主成分分析  回転法: Kaiser の正規化を伴うﾊﾞﾘﾏｯｸｽ法
因子負荷量が0.4以上の部分を強調表記  

ま ず 、 最 も 多 く の 人 に 共 有 さ れ る 医 療 や 健 康 に 関 す る 不 安 意 識 と し

て 「 就 労 不 安 」 と 名 づ け ら れ る 因 子 が 検 出 さ れ た 。  

こ れ は「 障 害 等 に よ っ て 就 労 不 能 と な る こ と 」「 以 前 の よ う に 仕 事 に

復 帰 で き る か わ か ら な い 」「 治 療 の 長 期 化 で 収 入 が 途 絶 え る 」な ど 健 康

を 害 す る こ と に よ っ て 、 そ れ ま で の 就 労 機 会 、 す な わ ち 所 得 機 会 を 失

う こ と に な る か も し れ な い と い う 不 安 意 識 か ら 構 成 さ れ る 。  

次 に「 費 用 不 安 」と 命 名 で き る 不 安 因 子 が 抽 出 さ れ て い る 。こ れ は 、

「 保 険 対 象 外 の 差 額 ベ ッ ド 代 が か か る 」「 現 在 の 準 備 で は 費 用 が ま か な

え な い 」「 公 的 医 療 保 険 が あ ま り あ て に な ら な い 」な ど 経 済 的 な 負 担 に

関 す る 不 安 か ら 構 成 さ れ る 。 長 期 入 院 や 高 度 先 進 医 療 に よ る 大 き な 負

担 な ど の 懸 念 も 内 包 し て い る 。 こ の 不 安 は 経 済 的 準 備 の 側 面 が 強 調 さ

れ た 因 子 で あ り 、 保 険 へ の ニ ー ズ と も 直 接 的 に 結 び つ き や す い も の と

い え る 。  

三 番 目 は「 重 度 疾 病 不 安 」と 呼 べ る 因 子 で「 三 大 疾 病 に か か る 」「 慢
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性 疾 患 に か か る 」 と い っ た 比 較 的 重 度 の 病 気 に 長 期 間 、 罹 患 す る こ と

そ の も の へ の 不 安 か ら 構 成 さ れ る 。  

最 後 の 四 番 目 の 不 安 は 「 家 族 不 安 」 と 名 づ け る こ と の で き る 因 子 で

「 家 族 に 肉 体 的・精 神 的 負 担 を か け る 」「 家 族 の 見 舞 い な ど 付 随 的 費 用

が か か る 」 な ど 「 家 族 」 へ の 負 担 に 関 し た 不 安 か ら 構 成 さ れ る 。  

以 上 、 様 々 な 不 安 意 識 を 集 約 す る と 、 こ の ４ つ の 基 本 的 因 子 が 存 在

し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ の ４ つ の 不 安 因 子 は ひ と り の 人 の

中 に も 共 有 さ れ る う る も の だ が 、 そ の 保 有 構 造 は 様 々 な 要 因 に よ っ て

異 な る も の と な る 。  

 

４ ． ４ つ の 不 安 因 子 と そ の 保 有 構 造  

ま ず 、 図 ８ の 性 別 に よ る 因 子 得 点 （ 各 標 本 が 各 因 子 に ど れ く ら い 関

連 性 の 強 さ を も つ か を し め す ス コ ア ） の 平 均 値 を 比 較 す る と 「 男 性 」

で は 「 就 労 不 安 」 が 強 く 、 反 面 「 家 族 不 安 」 が 希 薄 で あ る 。 女 性 は 基

本 的 に 男 性 と 反 対 の 傾 向 を も つ が 、 特 に 男 性 と の 違 い と し て は 「 家 族

不 安 」 を 保 有 す る 傾 向 が 顕 著 に 出 て い る 。  

（ 図 ８ ） 不 安 因 子 の 保 有 構 造 ① （ 性 別 ）  
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図 ９ の 年 齢 別 に み て も 保 有 構 造 に は 明 ら か な 違 い が あ る 。「 10 歳 代 」
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「 20 歳 代 」「 30 歳 代 」 ま で の 比 較 的 若 い 年 齢 層 で は 「 就 労 不 安 」 が 強

く 保 有 さ れ 「 50 歳 代 」「 60 歳 代 」 で は 「 就 労 不 安 」 は 後 退 し 「 費 用 不

安 」 の 保 有 傾 向 が 強 ま る 。  

（ 図 ９ ） 不 安 因 子 の 保 有 構 造 ② （ 年 齢 別 ）  
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個 人 の 経 済 状 況 と の 関 連 性 を み て み よ う 。ま ず 、図 10 の 世 帯 年 収 別

に み る と 「 費 用 不 安 」 と の 連 動 性 が 明 確 と な っ た 。 つ ま り 、 所 得 水 準

が 低 い 層 で は 「 費 用 不 安 」 の 保 有 傾 向 が 強 く 、 反 対 に 高 い 層 で は 弱 ま

る 。 所 得 水 準 が 高 い と い う 経 済 力 が こ の 不 安 を 抑 制 し て い る 。 ま た 、

「 重 度 疾 病 不 安 」が「 世 帯 年 収 1000 万 円 以 上 」な ど の 高 年 収 層 で 顕 著

に 強 い 。世 帯 年 収 で 見 ら れ た 特 徴 は 図 11 の「 金 融 資 産 」に お い て も ほ

ぼ 同 様 に 確 認 さ れ る 。 ま た 、 金 融 資 産 別 で み た と き に 顕 著 な 傾 向 が み

ら れ る の は 「 就 労 不 安 」 で 「 500 万 円 未 満 」 の 低 金 融 資 産 層 で 高 く な

っ て い る 。  
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（ 図 10） 不 安 因 子 の 保 有 構 造 ③ （ 世 帯 年 収 別 ）  
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（ 図 11） 不 安 因 子 の 保 有 構 造 ④ （ 金 融 資 産 別 ）  
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５ .不 安 因 子 保 有 の 決 定 要 因  

抽 出 し た ４ つ の 不 安 因 子 が 個 人 の ど の よ う な 属 性 と 結 び つ い て 形 成

さ れ る も の か 。 こ の 点 に つ い て 、 さ ら に 包 括 的 な 理 解 を 得 る た め に そ

れ ぞ れ の 因 子 を 目 的 変 数 と し 、 個 人 属 性 を 説 明 変 数 と す る 回 帰 分 析 を

行 っ た （ 表 ６ ）。  

（ 表 ６ ） 不 安 因 子 の 決 定 要 因  

 

医療不安

個人属性 t-value 有意確率 t-value 有意確率 t-value 有意確率 t-value 有意確率

性別ダミー （男性＝1） 2.155 0.031 -6.088 0.000

年齢 10歳代 2.049 0.041 -3.940 0.000
20歳代 2.554 0.011 -4.931 0.000
30歳代 3.668 0.000 -2.745 0.006
40歳代 3.959 0.000
50歳代 8.005 0.000 -2.493 0.013
60歳代 -6.695 0.000 9.434 0.000

未既婚ダミー （既婚＝１）

子供有無ダミー （有＝１）

子供数 １人
２人 3.813 0.000
３人以上 -2.624 0.009

本人職業 自営者 8.502 0.000
農林漁業
商工サービス業
常雇被用者 6.673 0.000
公務員 2.580 0.010
民間企業被用者
派遣社員・契約社員 3.320 0.001
パート・アルバイト 6.286 0.000

本人年収 収入なし 3.998 0.000
100万未満 3.605 0.000
300万未満 2.974 0.003 -2.118 0.034
500万未満 2.178 0.029
700万未満
1000万未満
1000万以上

世帯金融資産 500万未満 2.792 0.005 3.698 0.000 -2.372 0.018 -2.405 0.016
1000万未満 2.006 0.045
2000万未満 2.487 0.013 3.028 0.002
2000万以上 -2.107 0.035 3.840 0.000

(定数) -9.020 0.000 -7.657 0.000 2.344 0.019 2.915 0.004

就労不安 費用不安 重度疾病不安 家族不安

 

 

ま ず 、「 就 労 不 安 」で は 10 歳 代 か ら 30 歳 代 ま で の 比 較 的 若 い 世 代 に

お い て 保 有 さ れ や す い 不 安 で あ る こ と が 確 認 で き る 。 健 康 を 害 し て 長

期 的 な 入 院 ・ 治 療 を 余 儀 な く さ れ る こ と で 仕 事 や キ ャ リ ア の 継 続 が 脅

か さ れ る こ と に 強 い 不 安 を も っ て い る 。 ま た 、 女 性 よ り も 男 性 で 「 就

労 不 安 」 の 保 有 傾 向 が 強 い こ と も 再 確 認 さ れ た 。  

職 業 別 に み る と 、「 自 営 業 」 に お い て 強 い 正 の 関 連 性 が 観 測 さ れ る 。

企 業 か ら の 保 障 制 度 等 が 適 用 さ れ な い 自 営 業 で は 健 康 を 害 す る こ と が

所 得 喪 失 に 直 結 し や す い た め 当 該 不 安 は 当 然 強 い も の と な ろ う 。 こ の
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ほ か 、「 常 雇 被 用 者 」「 パ ー ト ・ ア ル バ イ ト 」 で も 同 様 に 「 就 労 不 安 」

を 保 有 す る 傾 向 が 強 い こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の 不 安 が 将 来 的 な 就 労

機 会 の 喪 失 、 す な わ ち 安 定 し た 所 得 の 喪 失 や 低 下 に 対 す る 不 安 で あ る

こ と か ら す る と 、 職 種 や 雇 用 形 態 が 左 右 す る こ と は う な づ け る 。  

次 に 、「 費 用 不 安 」で は「 就 労 不 安 」と 対 照 的 に 40 歳 代 か ら 60 歳 代

で の 各 年 齢 ダ ミ ー 変 数 が 正 に 有 意 と な っ た 。 中 高 年 層 で 入 院 ・ 治 療 に

要 す る 直 接 的 な 費 用 が 賄 え る か ど う か を 懸 念 し て い る 。特 に 、60 歳 代

で 強 い 有 意 性 が 観 測 さ れ る と こ ろ を み る と 、 老 後 の 生 活 設 計 を 狂 わ す

大 き な 一 時 的 負 担 と な る こ と を 心 配 し て い る の で は な い か と 考 え ら れ

る 。 ま た 、 こ の 「 費 用 不 安 」 で は 金 融 資 産 と の 関 連 性 に 注 目 し て お き

た い 。「 500 万 円 未 満 」 の 層 で は 顕 著 に 正 の 関 連 性 が み ら れ 、 一 方 で

「 2000 万 円 以 上 」の 層 で は 負 の 関 連 性 が 抽 出 さ れ て い る 。こ れ は 、金

融 資 産 の 保 有 の 多 寡 に よ っ て 医 療 費 負 担 に 対 す る 不 安 意 識 が 明 確 に 左

右 さ れ る こ と を 示 す 結 果 で あ る 。  

こ の よ う な ４ つ の 不 安 因 子 の う ち こ の 二 つ の 保 有 構 造 の 差 異 は 医 療

保 険 商 品 の マ ー ケ テ ィ ン グ 展 開 に お い て 考 慮 す べ き 点 と 考 え ら れ る 。

例 え ば 、 商 品 設 計 や 広 告 表 現 に お い て 良 好 な 評 価 や 好 意 的 反 応 を 得 る

た め に は 、 ど の 不 安 を 解 消 す る こ と が で き る か 、 と い う 明 確 な メ ッ セ

ー ジ 性 が 求 め ら れ る 。 換 言 す れ ば 、 不 安 意 識 は 保 険 商 品 に 対 す る ニ ー

ズ の 原 形 と も い え る も の と 考 え ら れ 、 ど の よ う な 個 人 属 性 を も つ 消 費

者 が ど の よ う な タ イ プ の 不 安 を よ り 強 く 保 有 し て い る か を 把 握 す る こ

と で ニ ー ズ 喚 起 を 効 率 的 に 行 う こ と も 可 能 と な ろ う 。  

 

６ .充 足 度 評 価 、 追 加 準 備 意 向 へ の 不 安 因 子 の 影 響 力  

先 に み た 医 療 保 障 に 対 す る 現 在 の 充 足 度 評 価 と 不 安 因 子 と の 関 係 性

を 直 接 因 子 得 点 の 平 均 値 を 比 較 す る こ と で み た も の が 図 12 で あ る 。  
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（ 図 12） 不 安 因 子 と 充 足 度 評 価  
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不 安 内 容 と の 近 似 性 か ら か「 費 用 不 安 」と の 関 連 性 が 明 確 に 現 れ る 。

す な わ ち 、「 十 分 足 り て い る 」と す る 充 足 層 で は 費 用 不 安 の 保 有 傾 向 が

極 端 に 弱 く 、「 ま っ た く 足 り な い 」と す る 非 充 足 層 で は こ の 不 安 が 明 確

に 保 有 さ れ て い る 。ま た 、「 就 労 不 安 」は 充 足 と 非 充 足 の 対 極 部 分 で 保

有 傾 向 が あ る こ と が 示 さ れ て い る 。  

さ ら に 、 抽 出 さ れ た 4 つ の 不 安 因 子 が 現 在 の 医 療 保 障 の 充 足 度 評 価

に 対 し て ど の 程 度 影 響 を 及 ぼ し て い る か 。 充 足 度 の そ れ ぞ れ の 段 階 値

を 従 属 変 数 と す る 回 帰 分 析 を 行 っ た (表 ７ )。  

（ 表 ７ ） 不 安 因 子 と 充 足 度 評 価  

（従属変数）
充足している 充足していない

t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率

（独立変数）
就労不安 -0.469 0.639 0.728 0.466 0.554 0.580 0.119 0.905 -0.080 0.936 0.264 0.792
費用不安 -2.819 0.005 *** -5.768 0.000 **** -6.518 0.000 **** 9.041 0.000 **** 3.592 0.000 **** 7.254 0.000 ****

重度疾病不安 0.654 0.513 2.513 0.012 ** 2.652 0.008 *** -0.722 0.470 -0.979 0.328 0.334 0.739
家族不安 0.729 0.466 0.851 0.395 1.064 0.288 0.079 0.937 0.507 0.612 -0.565 0.572

(定数) 8.391 0.000 31.061 0.000 32.880 0.000 69.422 0.000 49.141 0.000 27.226 0.000
回帰モデルの信頼性

Ｒ
2 0.0025 0.011 0.014 0.022 0.00384 0.014

調整済みＲ3 0.0014 0.010 0.013 0.021 0.00275 0.013
F 値 2.2817 10.210 12.740 20.571 3.53023 13.282
有意確率 0.0582 * 0.000 **** 0.000 **** 0.000 **** 0.00699 *** 0.000 ****

どちらかといえば
充足している

どちらかといえば
充足していない

充足 非充足

 

結 果 は 、 い ず れ の 段 階 で の 評 価 に 対 し て も 影 響 力 の 高 い 有 意 性 を 確

認 で き た の は 「 費 用 不 安 」 で あ っ た 。 す な わ ち 、 こ の 不 安 保 有 が 低 レ
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ベ ル で は 充 足 傾 向 と な り 、 高 レ ベ ル で は 非 充 足 傾 向 と の 評 価 が 形 成 さ

れ る 。ま た 、「 重 度 疾 病 不 安 」に つ い て も 充 足 度 評 価 に 対 し て 有 意 性 が

確 認 さ れ て い る 。 三 大 疾 病 な ど に 不 安 を も た な い 層 で は 「 充 足 し て い

る 」 と の 評 価 が 形 成 さ れ や す い 。「 就 労 不 安 」「 家 族 不 安 」 に つ い て は

有 意 な 関 係 性 を 見 出 す こ と は で き な か っ た 。  

次 に 、 不 安 因 子 の 保 有 と 、 今 後 の 医 療 保 障 に 対 す る 準 備 意 向 と の 関

係 性 に つ い て 直 接 、 因 子 得 点 の 平 均 値 を 比 較 す る こ と で み た も の が 図

13 で あ る 。「 す ぐ に で も 準 備 し た い 」 と す る 最 も 明 確 な 準 備 意 向 を も

つ 層 で は ４ つ の 不 安 因 子 の す べ て が 保 有 さ れ や す い 。 重 層 的 な 不 安 意

識 の 保 有 に よ っ て 医 療 保 障 準 備 が 強 く 動 機 付 け ら れ て い る 状 態 に あ る

と 考 え ら れ る 。  

（ 図 13） 準 備 意 向 の 形 成 要 因 と し て の 不 安 因 子  
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さ ら に 、 各 不 安 因 子 が ど の よ う な 影 響 力 を も つ か と い う 点 に つ い て

も 準 備 意 向 の 各 段 階 を 従 属 変 数 と す る 回 帰 分 析 を 試 み て い る 。 結 果 は

表 ８ に 示 す 結 果 と な っ た 。 ま ず 「 す ぐ に で も 準 備 し た い 」 と す る 明 確

な 意 向 に 対 し て「 就 労 不 安 」「 費 用 不 安 」が 明 確 に 有 意 な 正 の 関 係 を も

つ 。 ま た 、 次 い で 「 重 度 疾 病 不 安 」 に つ い て も 高 い 有 意 性 が あ る こ と
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が 示 さ れ た 。 こ れ ら の 不 安 因 子 は ひ と り の 消 費 者 に お い て 同 時 に 保 有

さ れ る 可 能 性 を も つ た め 、 こ れ ら の 複 数 の 不 安 を 感 じ て い る 層 が 早 急

な 準 備 行 動 を 取 る 可 能 性 が 高 い も の と 考 え ら れ る 。  

（ 表 ８ ） 不 安 因 子 と 準 備 意 向  

（従属変数） 準備意向あり 準備意向なし
すぐにでも準備 数年以内には準備 いずれは準備

t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率 t 有意確率

（独立変数）
就労不安 3.925 0.000 *** 3.535 0.000 *** 2.497 0.013 ** 7.117 0.000 *** -7.000 0.000 ***
費用不安 3.972 0.000 *** -0.208 0.835 1.653 0.098 * 3.603 0.000 *** -3.239 0.001 ***
重度疾病不安 3.345 0.001 *** 0.869 0.385 -1.109 0.268 1.132 0.258 -0.448 0.654
家族不安 1.658 0.097 * -0.175 0.861 -1.185 0.236 -0.538 0.590 1.059 0.290

(定数) 15.530 0.000 *** 23.216 0.000 *** 56.495 0.000 *** 83.902 0.000 *** 38.904 0.000 ***
回帰モデルの信頼性

Ｒ
2 0.012 0.004 0.017 0.017 0.016

調整済みＲ
3 0.011 0.003 0.016 0.016 0.015

F 値 11.280 3.332 16.300 16.300 15.203
有意確率 0.000 *** 0.010 *** 0.000 *** 0.000 *** 0.000 ***  

 

次 に「 数 年 以 内 に は 準 備 」「 い ず れ は 準 備 」と い っ た 時 間 的 に や や 喫

緊 性 に 乏 し い 準 備 意 向 に 対 し て は 「 就 労 不 安 」 だ け が 高 い 有 意 性 を も

つ こ と と な っ た 。 ケ ガ や 病 気 に よ っ て 就 労 不 能 に な る と い う 不 安 が 準

備 意 向 形 成 の 初 期 的 な 喚 起 要 因 と な っ て い る こ と を う か が わ せ る 。 こ

の 就 労 不 安 の 保 有 を 基 点 と し て そ の 後 、「 費 用 不 安 」「 重 度 疾 病 不 安 」

な ど が 加 わ る こ と で よ り 保 障 準 備 行 動 の 具 体 的 な 生 起 に 近 づ い て い く

の で は な い か と も 考 え ら れ る 。 ま た 「 家 族 不 安 」 に つ い て は 「 す ぐ に

で も 準 備 」 に 対 し て の み 有 意 な 関 係 を 見 出 せ る 。  

ま た 、「 準 備 意 向 な し 」と い う 反 応 に 対 し て「 就 労 不 安 」と「 費 用 不

安 」 が 負 の 関 連 性 を 明 確 に も つ こ と も 示 さ れ て い る 。 つ ま り 、 両 不 安

を 保 有 し な け れ ば 準 備 意 向 が 形 成 さ れ な い 可 能 性 が 高 い こ と を 示 し て

い る 。  

 

Ⅴ  発 見 と 含 意  

１ .二 つ の 不 安 因 子 の 存 在  

近 年 の 消 費 者 の 医 療 保 障 に 対 す る ニ ー ズ の 高 ま り の 背 景 に は 、 健 康

を 害 し た 際 の 入 院 ・ 治 療 に 要 す る 直 接 的 費 用 負 担 に 対 す る 不 安 （ 費 用
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不 安 ） と 、 も う ひ と つ 、 同 状 態 と な っ た 際 に 、 そ れ ま で の 所 得 機 会 を

喪 失 し た り 、 所 得 水 準 の 低 下 を 余 儀 な く さ れ る か も し れ な い と い う 不

安 （ 就 労 不 安 ） の 二 つ が 世 代 を 分 担 す る 形 で 共 存 し て い る こ と が 明 ら

か と な っ た 。  

所 得 機 会 と の 関 係 か ら 、 前 者 に つ い て は 労 働 所 得 を 得 る 人 の 割 合 が

少 な く な っ て お り 、 か つ 入 院 日 数 が 長 期 化 し や す い 高 齢 者 層 で 顕 著 に

保 有 さ れ 、 一 方 で 後 者 の 不 安 に つ い て は 現 在 、 所 得 を 得 る 事 で 生 計 を

営 ん で い る 現 役 層 （ 若 年 層 、 中 年 層 ） で 保 有 傾 向 が 強 い 。  

こ の 二 つ の 不 安 が 共 存 し て い た こ と に よ っ て 、 前 半 で み た よ う に 幅

広 い 年 齢 層 で 医 療 保 障 へ の ニ ー ズ が 顕 在 化 さ れ 、 市 場 の 裾 野 を 広 げ て

き た も の と 考 え ら れ る 。 換 言 す れ ば 年 齢 や ラ イ フ ス テ ー ジ ご と に 不 安

保 有 の 構 造 を 少 し ず つ 変 化 さ せ つ つ 、 高 い 関 心 を 持 続 さ せ て き た の で

あ る 。  

 

２ .不 安 に よ る 購 買 行 動 特 性 の 違 い  

こ の 二 つ の 不 安 が 具 体 的 な 医 療 保 険 購 買 行 動 と し て 現 れ る 際 に は 、

異 な る 心 理 的 メ カ ニ ズ ム が 働 く も の と 考 え ら れ る 。  

「 費 用 不 安 」 に つ い て は 、 購 買 力 の 制 約 を 受 け な が ら も 、 想 定 し て

い る 疾 病 と そ の 期 待 す る 治 療 環 境 に 応 じ た 自 己 負 担 費 用 の 総 額 を 補 填

で き る 給 付 額 を 合 理 的 に 設 定 し よ う と す る 。 こ の と き 、 よ り 快 適 な 治

療 環 境 を 求 め る よ う と す る 富 裕 層 な ど で は 、 高 額 の 給 付 額 を 準 備 し よ

う と す る 。 既 に 高 額 の 加 入 者 で あ っ て も 追 加 準 備 意 向 が み ら れ た の は

こ の た め と 考 え ら れ る 。  

一 方 、「 就 労 不 安 」に つ い て は 、補 填 額 の 準 拠 対 象 と な る も の は「 所

得 額 」 あ る い は 「 所 得 額 の 低 下 分 」 で は な い か と 予 想 さ れ る 。 今 回 は

紙 幅 の 関 係 で 加 入 実 態 と の 関 係 性 を 紹 介 す る こ と は で き な か っ た が 、

高 所 得 層 で は 現 在「 日 額 ２ 万 5000 円 」以 上 な ど の 高 額 な 加 入 層 で あ っ

て も 「 充 足 し て い な い 」 と す る 現 象 も 確 認 さ れ て お り 、 入 院 コ ス ト の
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み が 判 断 基 準 と は 考 え づ ら い 。  

こ う し た 消 費 者 行 動 は 伝 統 的 な 貯 蓄 理 論 で 紹 介 さ れ る 「 予 備 的 貯 蓄

（ Precau t i o n a r y  S a v i n g）」 や 「 Wait in g  o p t i o n」 な ど と 近 似 す る も の

と も 考 え ら れ る 。 前 者 は 「 将 来 所 得 に 不 確 実 性 （ 所 得 リ ス ク 、 雇 用 リ

ス ク ）が あ る 場 合 に 、確 実 な 時 に 比 べ て 多 く 保 有 す る 貯 蓄 」（ 注 ４ ） と 定

義 さ れ 、後 者 は「 リ ス ク が 解 消 さ れ る ま で の 待 機 的 な 意 味 を も つ 貯 蓄 」

と 説 明 さ れ る 概 念 で あ る 。 こ の テ ー マ に 関 す る 先 行 研 究 は 多 く 、 わ が

国 で も 小 川（ 1991）、中 川（ 1999）、土 居（ 2001）、Saito a n d  S h i r a t s u k a

（ 200 3） な ど が あ る 。 こ れ ら は い ず れ も 人 々 の 主 観 的 （ subjec t i v e）

な 不 確 実 性 、 す な わ ち 所 得 リ ス ク （ あ る い は 雇 用 リ ス ク ） の 認 識 が 家

計 の 貯 蓄 率 を 押 し 上 げ る 効 果 を 持 つ と い う 結 果 を 得 て い る 点 で 本 稿 の

結 果 と も 一 部 共 通 す る 。 こ こ で 取 り 上 げ た 「 不 安 」 も 不 確 実 性 の 指 標

と し て の 典 型 的 な 主 観 的 な 指 標  (su bj e c t i v e  m e a s u r e s )で あ り 、 そ の

意 識 が 加 入 動 機 を 形 成 し た こ と に な る 。 つ ま り 、 本 稿 で い う 「 就 労 不

安 」 の よ う な リ ス ク 認 識 が 、 予 備 的 貯 蓄 行 動 な ど と 同 等 に 事 前 の 準 備

対 応 と し て 保 険 加 入 を 促 進 し た の で あ ろ う 。 医 療 リ ス ク に 関 し て は 恐

ら く 、 単 純 な 貯 蓄 商 品 よ り も 医 療 保 険 の 方 が 対 応 力 に 優 れ て お り 、 よ

り 目 的 合 理 的 な 行 動 が 促 進 さ れ た と み る こ と も で き る だ ろ う 。  

い ず れ に し て も 、 こ れ ま で の 市 場 全 体 の 成 長 は 消 費 者 の 自 己 負 担 費

用 の 想 定 分 の 上 昇 予 測 に 加 え て 、 雇 用 や 所 得 な ど の リ ス ク 心 理 に よ る

追 加 的 な 加 入 意 向 に よ っ て 相 乗 的 に 促 進 さ れ て き た も の と 考 え ら れ る 。

お そ ら く 、 長 期 化 し た 景 気 後 退 等 に よ っ て 、 雇 用 不 安 が 増 大 し た 点 や

時 給 ・ 日 給 方 式 で 採 用 さ れ る 非 正 規 雇 用 の 増 大 な ど の 雇 用 の 流 動 化 も

促 進 の 背 景 と し て 作 用 し て 考 え ら れ 、 彼 ら が 定 額 給 付 の 医 療 保 険 を 所

得 保 障 と み な し て い た 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

 

３ .今 後 の 需 要 動 向 へ の 示 唆  

既 に み た と お り 、 医 療 保 障 は 他 の 生 活 保 障 分 野 、 す な わ ち 「 老 後 保
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障（ 年 金 ）」「 介 護 保 障 」「 死 亡 保 障 」な ど と 比 較 し て も 幅 広 い 年 齢 層 に

お い て 関 心 が 高 い 。ま た 、2003 年 時 点 現 在 の 準 備 状 況 に 対 し て「 不 十

分 」 と 評 価 す る 割 合 が 未 だ に ６ 割 近 く 残 さ れ て い る と い う 点 で は 、 依

然 と し て 高 い 潜 在 的 成 長 性 を も つ 未 開 拓 、 未 成 熟 な 市 場 と み る こ と が

で き よ う 。  

こ う し た 消 費 者 需 要 の 背 景 に は 「 就 労 不 安 」 と 「 費 用 不 安 」 が あ っ

た と 述 べ た が 、 こ う し た 不 安 を も た ら し た 環 境 変 化 が 急 速 に 反 転 す る

見 通 し を も つ こ と は 難 し い こ と か ら す る と 、 今 後 も 二 つ の 不 安 の 保 有

が あ る 程 度 の 期 間 、 持 続 す る も の と 考 え る こ と は で き る だ ろ う 。  

た だ し 「 就 労 不 安 」 に つ い て は 景 気 回 復 と と も に 失 業 率 が 回 復 し 、

有 効 求 人 倍 率 な ど も 上 昇 す る な か で 一 部 緩 和 す る こ と も 予 想 さ れ る 。

医 療 保 険 市 場 が 急 速 に 拡 大 し た 時 期 が 、 非 正 規 化 、 雇 用 情 勢 の 深 刻 化

と 同 時 期 で あ っ た こ と と 表 裏 を 成 す 現 象 と い え る 。こ の 点 か ら す る と 、

若 年 層 、 非 正 規 雇 用 層 な ど で の 医 療 保 険 需 要 が 後 退 す る 可 能 性 は あ ろ

う 。 先 の 予 備 的 貯 蓄 が 減 少 す る こ と と 同 じ 心 理 的 メ カ ニ ズ ム で 市 場 が

縮 小 す る 方 向 に 作 用 す る 可 能 性 も 否 定 で き な い 。  

一 方 で 医 療 保 険 制 度 の 改 革 が 進 行 す る 過 程 で 負 担 と 給 付 が 厳 し く な

り つ つ あ り 、 中 高 年 層 だ け で な く 若 年 層 に も 「 費 用 不 安 」 が 早 期 に 拡

大 、 強 化 さ れ る 可 能 性 も 高 く 、 こ ち ら は 潜 在 市 場 の 拡 大 を も た ら す こ

と と な ろ う 。  

恐 ら く 今 後 の 市 場 全 体 と し て の 需 要 は 二 つ の 不 安 の 相 互 関 係 に よ っ

て 左 右 さ れ て ゆ く も の と 考 え ら れ る 。  

 

 

（ 注 １ ） 変 動 係 数 と は 平 均 や 単 位 の 異 な る デ ー タ 間 の ば ら つ き を 比 較 す

る の に 使 う 指 標 で 標 準 偏 差 を 平 均 値 で 除 し て 100 を 乗 ず る こ と

で 求 め ら れ る 。  
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（ 注 ２ ） ク ロ ス 集 計 表 を 元 デ ー タ と し て 、 類 似 し た 項 目 同 士 を 近 く に 配

置 す る マ ッ ピ ン グ の 手 法 。行 の 要 素（ 表 頭 ）と 列 の 要 素（ 表 側 ） 

を 使 い 、 そ れ ら の 相 関 関 係 が 最 大 に な る よ う に 数 量 化 し て 、 そ

の 行 の 要 素 と 、 列 の 要 素 を 多 次 元 空 間 （ 散 布 図 ） に 表 現 す る 。  

（ 注 ３ ） 因 子 分 析 は 「 与 え ら れ た デ ー タ （ 回 答 結 果 な ど ） は ， 実 は 少 数

の 『 根 源 的 な 』 因 子 か ら 一 定 の 法 則 で 生 成 さ れ て い る 」 と い う

モ デ ル を 想 定 し 、 背 後 に 潜 む 潜 在 的 な 次 元 （ 因 子 ） を 発 見 す る

た め の 方 法 。  

（ 注 ４ ） Le l a n d ,  H a y n e  E . ( 1 9 6 8 ) , " S a v i n g  a n d  U n c e r t a i n t y :  T h e  

P r e c a u t i o n a r y  D e m a n d  f o r  S a v i n g , 2  Q u a r t e r l y  J o u r n a l  o f  E c o n o m i c s ,  

v o l . 8 2 , n o . 3 ( A u g u s t ) , p p . 4 6 5 - 4 7 3  
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